
（1） 第２号          作手地域協議会だより       ２０１３年（平成２５年）７月１日 

 

 

５
月

30

日
（
木
）
、
作
手
総
合

支
所
に
お
い
て
第
２
回
作
手
地
域
協

議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
は
、
地
域
活
動
交
付
金
に

つ
い
て
の
勉
強
会
と
、
審
査
の
流
れ

や
採
点
方
法
に
つ
い
て
の
協
議
を
行

い
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
、
地
域
自
治
区
制
度
初

年
度
で
あ
り
、
地
域
活
動
交
付
金
の

対
象
と
な
る
事
業
や
経
費
、
審
査
の

基
準
な
ど
は
、
全
地
域
自
治
区
で
統

一
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
年
度
以
降
に

つ
い
て
は
、
各
地
域
自
治
区
の
実
情

に
合
わ
せ
た
募
集
要
項
や
審
査
基
準

に
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
作

手
地
域
自
治
区
に
お
い
て
も
、
今
後

修
正
の
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
確
認

し
合
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
ほ
か
に
、
自
治
振
興
事
務
所

よ
り
、
「
地
域
活
動
支
援
員
制
度
」

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

地
域
活
動
支
援
員
は
、
市
の
資
格

認
定
を
受
け
、
人
事
課
に
登
録
さ
れ

た
職
員
で
す
。
主
な
職
務
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。 

 

①
担
当
地
域
内
の
地
域
活
動
に
積
極 

 

的
に
参
加
す
る
中
で
、
助
言
や
情 

 

報
提
供
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
市 

 

政
に
関
す
る
地
域
の
意
見
を
自
治 

 

振
興
事
務
所
や
担
当
課
に
伝
え
る 

 

こ
と
。 

②
地
域
活
動
団
体
か
ら
自
治
振
興
事 

 
務
所
に
、
地
域
活
動
の
計
画
づ
く 

 

り
や
進
め
方
、
見
直
し
な
ど
に
か 

 

か
る
助
言
や
提
案
な
ど
の
支
援
員 

 

派
遣
要
請
が
あ
っ
た
場
合
、
自
治 

 

振
興
事
務
所
と
連
携
し
て
支
援
す 

 

る
こ
と
。 

  

「
支
援
」
と
い
っ
て
も
、
作
業
の

人
員
確
保
を
目
的
と
し
た
も
の
は
対

象
外
と
な
り
ま
す
。
支
援
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
ま
ず
自
治
振
興
事
務

所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

作
手
地
域
を
担
当
す
る
地
域
活
動

支
援
員
は
、
右
表
の
15
名
で
す
。 

 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

 

地 域 協 議 会 

だ よ り 

◆作手地域活動支援員【１５名】 

所 属 氏 名 住所地 

市民福祉部 佐宗 常治 南中河内 

健康医療部 小澤 康史 野郷 

会計課 熊谷 昌紀 菅沼 

産業・立地部農業課 河合 吉夫 菅沼 

教育部スポーツ課 佐宗 勝美 和田 

教育部スポーツ課 原田 栄司 菅沼 

作手総合支所地域振興課 河合 芳明 菅沼 

産業・立地部農業課 加藤 宏信 鳳来南部 

企画部人事課 阿部 共志 明和 

建設部都市計画課 権田 晃明 豊川市 

産業・立地部森林課 竹内  清 黒瀬 

消防本部消防総務課 河合 秀樹 菅沼 

総務部財政課 西山  建 豊川市 

企画部人事課 斎藤 慎介 菅沼 

環境部生活衛生課 夏目 治泰 東田原 
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（2） 第２号          作手地域協議会だより       ２０１３年（平成２５年）７月１日 

 

 

第
４
回
以
降
の
地
域
協
議
会
で

は
、
地
域
自
治
区
予
算
（
左
記
「
地

域
自
治
区
予
算
と
は
」
参
照
）
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

 

第
２
回
地
域
協
議
会
の
最
後
に
、

「
作
手
地
域
在
住
の
皆
さ
ん
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
は
ど

う
か
」
と
会
長
か
ら
提
案
が
あ
り
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

作
手
を
元
気
に
す
る
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
の
か
、
何
が
必
要
な

の
か
、
子
ど

も
か
ら
大
人

ま
で
、
幅
広

く
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
お

聞
き
し
て
、

作
手
地
域
自

治
区
の
方
向

性
を
見
出
す

こ
と
が
調
査
の
目
的
で
す
。 

 

秋
に
実
施
で
き
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

６
月
９
日
（
日
）
、
作
手
総
合
支

所
に
お
い
て
地
域
活
動
交
付
金
の
公

開
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
の
結

果
を
踏
ま
え
、
左
表
の
11

事
業
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
予
定 

地域自治区予算とは？ 
作手地域の課題解決や活性化に向けて、地域 

協議会で計画し、市が行う事業予算です。 

★地域自治区予算の流れ 

 ①地域課題の整理、事業の決定、事業計画案作成 

 ②地域住民への周知、意見聴取、調整 

 ③市長への建議（上申）、査定、議会の議決 

 ④翌年度、事業実施 

★対象事業 

 ①地域の暮らしを守る取り組み 

  【定住対策、農地・山林の保全、鳥獣害対策等】 

 ②地域の安全安心を促す取り組み 

  【防犯、自主防災、交通安全、不法投棄対策等】 

 ③地域の伝統文化を継承・活性化する取り組み 

  【歴史、伝統文化等の継承等】 

 ④地域の活性化を図る取り組み 

  【健康づくり事業、高齢者の生きがい支援事業等】 

★平成２６年度作手地域自治区予算上限額７５０万円 

 算定式：人口(人)×1,000円＋面積(k㎡)×4万円 

 ※地域自治区予算は市総額7,000万円を確保し、各地域自 

  治区配分額は、地域自治区の人口（前々年度10月1日現 

  在）と面積により算定します。 

◆平成２５年度作手地域自治区地域活動交付金採択事業 

 団体名 事業名 事業費 交付金の額 

1 北中河内区 老人憩の家（集会所）修繕 243千円 243千円 

2 
さわやかネット 

つくで 
みんなで防災・その２ 55千円 55千円 

3 杉平区 花壇整備 131千円 131千円 

4 北畑区 集会所維持修繕事業 64千円 64千円 

5 
亀山城址・古宮川 

環境整備クラブ 

亀山城址・遊歩道西曲輪 

・本丸線整備事業 
189千円 189千円 

6 長者平区 長者平資源回収所屋根改修事業 243千円 243千円 

7 協和塾 
地域の教育力を生かした寺子屋

（協和塾）活動 
200千円 200千円 

8 作手を考える会 
ありがとう開発センター 

（感謝の会） 
200千円 200千円 

9 
学校跡地のあり方を 

考えよう会 
つくでの森の広場づくり事業 155千円 155千円 

10 南中河内区 
東海・東南海地震・台風等 

への対策 
353千円 300千円 

11 
田原地区（西田原区 

・東田原区） 
新城市指定文化財三番叟保護 385千円 300千円 

合  計 2,218千円 2,080千円 

第
３
回
地
域
協
議
会
（
地
域
活
動

交
付
金
審
査
会
）
開
催 

採

択

事

業

決

定 

地
域
活
動
交
付
金
事
業
二
次
募
集 

・
申
請
期
限 

７
月
19
日
（
金
） 

・
交
付
金
額 

一
団
体
当
た
り
上
限
20
万
円 

※
詳
細
は
、
本
紙
と
同
日
に
配
布
さ
れ
た
募 

 

集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【今後の予定】 

▼第４回地域協議会 

・日時 ８月２日（金）午後７時～ 

・場所 作手総合支所第１会議室 

・内容 地域活動交付金審査(2次) 

    ／地域自治区予算検討 


